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『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
は
、
玉
籠
と
い
う
妓
女
が
唐
代
の
西
川
節

度
使
・
章
睾
と
二
世
に
わ
た
っ
て
縁
を
結
ぶ
物
語
で
あ
る
。
こ
の

作
品
の
作
者
は
喬
吉
(
-
名
吉
甫
）
、
字
は
夢
符
、
号
は
笙
鶴
翁
、

ま
た
の
号
を
裡
恒
道
人
、
『
録
鬼
簿
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
至
正
五
年

（
一
三
四
五
）
に
没
し
た
と
い
う
。

『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

「
仙
界
に
住
む
金
童
と
玉
女
は
思
凡
の
罪
を
犯
し
た
た
め
に
、

梓
滝
帝
君
に
よ
っ
て
人
間
に
流
さ
れ
、
二
世
に
わ
た
っ
て
縁
を
結

ぶ
こ
と
に
な
る
（
楔
子
）
。
成
都
の
茸
泉
は
若
く
し
て
花
酒
に
耽
り
、

（一）

妓
女
の
韓
玉
箭
と
共
白
髪
の
契
り
を
結
ん
で
い
た
が
、
や
り
手
婆

に
迫
ら
れ
て
、
朝
廷
の
科
挙
の
試
験
に
応
じ
る
べ
く
都
に
向
か
う

こ
と
に
な
る
。
玉
篇
と
の
別
れ
に
臨
ん
で
、
尊
睾
は
官
を
得
て
迎

え
に
来
る
こ
と
を
約
す
（
第
一
折
）
。
数
年
後
、
i

岳
翠
の
便
り
は
な

く
、
玉
篇
は
病
と
な
っ
て
み
ま
か
る
。
臨
終
の
と
き
、
玉
箭
は
自

ら
の
姿
絵
を
描
き
、
そ
れ
に
詞
を
添
え
て
都
の
奪
睾
に
送
る
が
、

使
者
は
空
し
く
帰
っ
て
く
る
（
第
二
折
）
。
そ
れ
か
ら
ま
た
数
年
後
、

葬
學
は
鎮
西
大
元
帥
と
な
っ
た
。
人
を
使
っ
て
玉
籠
母
子
を
迎
え

に
行
か
せ
、
そ
こ
で
初
め
て
玉
箭
の
死
を
知
る
。
尊
奉
は
荊
州
に

赴
き
、
そ
の
地
の
薔
友
・
節
度
使
張
延
賞
の
宴
に
招
か
れ
る
。
張

延
賞
の
義
女
が
玉
籠
と
瓜
二
つ
で
あ
っ
た
た
め
、
席
上
、
露
泉
は

玉
篇
の
物
語

|
|
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
の
特
徴
と
そ
の
影
響
|
|
ー

中
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こ
の
物
語
は
、
唐
・
疸
拇
撰
『
雲
深
友
議
』
に
収
め
る
「
玉
篇

思
わ
ず
「
玉
篇
」
と
呼
び
か
け
、
む
す
め
は
「
は
い
」
と
応
じ
る
。

女
は
玉
篇
と
い
う
名
で
あ
っ
た
。
茸
皐
が
張
延
賞
に
そ
の
む
す
め

を
求
め
る
と
、
延
賞
は
激
怒
し
、
茸
泉
も
激
怒
し
て
兵
を
交
え
か

ね
な
い
状
況
に
至
る
（
第
三
折
）
。
葬
皐
と
張
延
賞
の
反
目
は
皇
帝

の
耳
に
届
き
、
死
ん
だ
玉
篇
の
肖
像
が
玉
篇
の
母
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
。
張
延
賞
も
こ
の
絵
を
見
て
、
自
身
の
義
女
と
茸
泉
の

縁
を
知
る
。
皇
帝
は
茸
泉
と
玉
篇
の
婚
姻
を
許
可
す
る
が
、
そ
の

と
き
梓
滝
帝
君
が
現
れ
、
二
人
を
金
童
と
玉
女
と
し
て
仙
界
に
導

く
（
第
四
折
）
」
。

『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
は
、
こ
の
よ
う
に
、
二
度
に
渉
っ
て
こ
の

世
に
生
を
受
け
た
一
人
の
女
性
が
、
同
じ
一
人
の
男
性
と
結
ば
れ

る
物
語
で
あ
る
。
『
録
鬼
簿
』
巻
下
・
喬
夢
符
の
条
に
「
茸
元
帥
百

年
風
月
、
玉
篇
女
雨
世
姻
縁
」
、
『
太
和
正
音
譜
』
巻
上
・
喬
夢
符

の
条
に
「
雨
世
姻
縁
」
と
著
録
さ
れ
る
ほ
か
、
『
改
定
元
賢
偲
奇
』

『
古
名
家
雑
劇
』
『
古
雑
劇
』
『
元
曲
選
』
『
柳
枝
集
』
に
テ
キ
ス

ト
を
残
し
、
そ
の
ほ
か
『
詞
林
摘
艶
』
や
『
宛
熙
楽
府
』
と
い
っ

た
散
曲
集
に
も
第
二
折
等
が
収
録
さ
れ
る
。
元
•
明
の
頃
に
最
も

人
気
が
あ
っ
た
元
曲
の
一
っ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
本
稿
に
お
け

る
引
用
は
、
最
も
原
形
に
近
い
と
さ
れ
る
『
改
定
元
賢
偲
奇
』
の
本
文
に

す
べ
て
依
拠
し
た
）
。

化
」
と
い
う
逸
話
に
取
材
す
る
と
い
う
。
ま
ず
、
そ
の
概
略
を
示

し
て
お
こ
う
。

「
西
川
の
茸
皐
は
、
若
い
こ
ろ
江
夏
に
遊
び
、
姜
使
君
の
館
に

逗
留
し
た
。
姜
使
君
の
子
の
荊
賓
は
す
で
に
二
経
を
習
い
、
尊
翠

を
兄
と
呼
ん
で
叔
父
の
よ
う
に
慕
っ
た
。
荊
賓
に
は
「
青
衣
（
は

し
た
め
）
」
の
女
が
お
り
、
玉
篇
と
い
っ
た
。
十
歳
で
あ
っ
た
が
、

い
つ
も
葬
皐
の
世
話
を
し
た
。
二
年
後
、
姜
使
君
は
都
に
仕
官
に

赴
い
た
が
、
家
族
は
江
夏
に
残
り
、
茸
皐
は
頭
陀
寺
に
逗
留
先
を

か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
荊
賓
は
玉
篇
を
茸
泉
に
与

え
た
が
、
彼
女
は
成
長
し
て
、
情
を
解
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

陳
常
侍
と
い
う
も
の
が
い
た
。
茸
皐
の
父
の
友
人
で
あ
っ
た
が
、

尊
學
の
父
の
手
紙
を
受
け
取
り
、
彼
を
父
の
も
と
に
返
す
算
段
を

し
た
。
茸
皐
は
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
長
年
父
の
意
に
背
い
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
玉
箭
を
連
れ
て
帰
る
の
は
憚
ら
れ
た
。
尊
皐
は
、

「
早
け
れ
ば
五
年
、
遅
く
と
も
七
年
す
れ
ば
迎
え
に
来
る
」
と
玉

篇
に
約
し
、
玉
の
指
輪
と
詩
一
首
を
与
え
て
去
っ
た
。
だ
が
、
五

年
後
、
茸
皐
は
来
ず
、
玉
篇
は
覇
鵡
洲
の
廟
で
祈
っ
た
。
ま
た
ニ

年
た
ち
、
八
年
目
の
春
、
玉
篇
は
「
茸
家
の
郎
君
は
一
別
以
来
七

年
、
来
た
ら
ざ
る
の
み
」
と
嘆
き
、
食
を
絶
っ
て
死
ん
だ
。
姜
家

の
人
々
は
そ
の
操
を
哀
れ
み
、
玉
環
を
中
指
に
つ
け
て
葬
っ
た
。

そ
の
後
、
茸
皐
は
蜀
の
節
度
使
と
な
っ
た
。
赴
任
し
て
三
日
目
、

冤
罪
を
調
べ
直
し
て
い
る
と
、
囚
人
の
中
に
「
あ
れ
は
尊
兄
で
は
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あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
つ
い
に
「
姜
家
の
荊
賓
を

覚
え
て
お
ら
ぬ
か
」
と
大
声
で
問
う
た
。
見
れ
ば
荊
賓
で
あ
っ
た
。

「
な
ぜ
重
罪
を
お
か
し
た
の
か
」
と
問
う
と
、
「
明
経
科
に
及
第
し

県
令
に
な
っ
た
が
、
家
人
が
誤
っ
て
火
事
を
起
こ
し
、
官
舎
と
牌

印
が
焼
け
て
し
ま
い
、
そ
れ
に
連
座
し
た
の
だ
」
と
い
う
。
そ
こ

で
、
冤
罪
を
晴
ら
し
県
令
に
復
帰
さ
せ
て
や
っ
た
が
、
幕
客
に
留

ま
る
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
、
大
軍
を
任
せ
た
。
幕
府
草
創
の
こ

ろ
で
、
忙
し
い
ま
ま
数
月
が
た
っ
た
。
茸
皐
は
、
そ
こ
で
初
め
て

玉
篇
の
こ
と
を
問
う
た
。
荊
賓
は
「
あ
な
た
と
別
れ
て
七
年
後
、

約
束
の
年
に
な
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
、
食
を
絶
っ
て
死
ん

だ
」
と
述
べ
、
茸
皐
が
玉
篇
に
贈
っ
た
詩
を
吟
じ
た
。

黄
雀
衡
来
已
数
春
。
別
時
難
解
贈
佳
人
。
長
吟
不
見
魚
書
至
、

為
遣
相
思
夢
入
秦
。

黄
雀
、
衡
え
来
た
り
て
、
已
に
数
春
（
黄
雀
が
恩
返
し
に
白
玉

環
を
く
わ
え
て
き
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
る
）
。
別
れ
し
時
に
解

き
難
く
、
佳
人
に
贈
る
。
長
吟
し
て
魚
書
の
至
る
を
見
ざ
れ

ば
、
為
に
相
思
を
遣
り
て
、
夢
に
秦
に
入
れ
。

尊
學
は
こ
れ
を
聞
い
て
泣
き
、
写
経
を
し
、
仏
像
を
作
っ
て
玉
篇

を
弔
っ
た
。

時
に
、
祖
山
人
と
い
う
も
の
が
い
て
、
人
の
魂
を
招
く
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
者
が
七
日
七
晩
祈
る
と
、
玉
篇
の
魂
が
現
れ
、

経
と
仏
像
の
お
か
げ
で
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
後
に
、
ま
た
侍
妾
と
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
尊
皐
は
中
書
令
同
平
章
政
事
と
な
っ
た
。
彼
の
誕
生

日
の
祝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
み
な
が
贈
り
物
を
用
意
し
た
。

東
川
の
慮
八
は
歳
若
い
歌
姫
を
送
っ
て
き
た
。
名
は
玉
箭
と
い
い
、

姜
家
の
玉
篇
と
瓜
二
つ
で
あ
っ
た
。
中
指
に
、
指
輪
の
よ
う
な
突

起
が
あ
っ
た
と
い
う
」
。

こ
の
物
語
の
主
人
公
•
実
在
の
人
物
で
あ
る
。

書
』
巻
―
四

O
「
尊
皐
偲
」
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

葬
皐
、
字
は
城
武
、
京
兆
の
人
。
大
歴
初
、
建
陵
の
挽
郎
を

以
て
調
さ
れ
て
華
州
参
軍
に
補
さ
れ
、
累
ね
て
使
府
監
察
御

史
を
授
か
る
。
宰
相
張
鑑
、
出
て
鳳
翔
隅
右
節
度
使
と
為
る
。

奏
し
て
、
皐
を
螢
田
判
官
と
為
し
、
殿
中
侍
御
史
•
櫂
知
瀧

州
行
螢
留
後
事
を
得
た
り
。

．．．． 

（
中
略
）

．．．． 
貞
元
元
年
、

検
校
戸
部
尚
書
、
兼
ね
て
成
都
手
・
御
史
大
夫
・
剣
南
西
川

節
度
使
を
拝
し
、
張
延
賞
に
代
る
。

彼
に
つ
い
て
は
唐
宋
の
野
史
の
類
に
も
奇
談
異
聞
が
記
述
さ
れ
、

多
分
に
伝
奇
的
色
彩
を
も
っ
た
人
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
雲

深
友
議
』
「
玉
箭
化
」
に
い
う
玉
箭
と
の
因
縁
諏
は
正
史
の
中
に
も

ち
ろ
ん
見
え
ず
、
あ
る
い
は
単
な
る
「
小
説
」
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
た
だ
し
、
こ
の
物
語
、
よ
ほ
ど
有
名
だ
っ
た
と
み
え

て
、
『
類
説
』
や
『
錦
繍
萬
花
谷
』
と
い
っ
た
南
宋
の
類
書
に
ダ
イ
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ジ
ェ
ス
ト
が
見
え
る
ほ
か
、
『
緑
窟
新
話
』
や
明
代
の
『
石
黙
頭
』

と
い
っ
た
小
説
集
に
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

『
類
説
』
巻
二
七
「
唐
宋
逸
史
」
「
玉
篇
之
約
」
の
条
は
次
の

よ
う
に
い
う
。

専
皐
、
未
だ
仕
え
ざ
り
し
時
、
姜
使
君
の
門
館
に
寓
す
。
（
姜

使
君
は
）
こ
れ
を
待
す
る
こ
と
甚
だ
厚
く
、
小
青
衣
の
玉
篇

と
日
う
を
贈
る
。
美
に
し
て
艶
な
り
。
凡
そ
数
年
、
茸
、
観

に
帰
る
に
、
玉
箭
と
約
し
て
、
七
年
に
し
て
復
た
来
た
る
と

す
。
玉
指
環
を
以
て
こ
れ
に
贈
る
。
茸
、
期
に
術
れ
て
至
ら

ず
。
玉
篇
は
嘆
じ
て
「
茸
家
の
郎
は
来
ら
ざ
る
な
り
」
と
日

い
、
食
を
絶
ち
て
卒
す
。
後
、
皐
は
蜀
に
鎖
す
。
（
尊
奉
の
）

誕
日
に
因
り
て
、
東
川
の
慮
尚
書
、
歌
姫
を
献
じ
て
壽
と
為

す
。
年
十
二
、
名
は
玉
籠
、
逮
か
に
呼
び
こ
れ
を
視
れ
ば
、

宛
然
と
し
て
旧
人
な
り
。
中
指
に
玉
環
の
隠
起
有
り
。

ま
た
、
『
錦
繍
萬
花
谷
』
前
集
巻
一
六
「
玉
箭
」
の
条
は
次
の
よ

う
に
い
う
。

茸
皐
、
少
き
と
き
江
夏
の
姜
使
君
の
館
に
遊
す
。
小
青
衣
の

玉
篇
と
日
う
有
り
、
年
七
歳
、
常
に
泉
に
侍
さ
し
め
、
年
長

け
て
情
有
り
。
皐
去
る
に
、
玉
篇
と
約
し
て
「
後
七
年
、
再

お
く

び
来
た
ら
ん
」
と
日
う
。
玉
篇
に
遺
る
に
白
玉
指
環
、
並
び

に
詩
の
「
黄
雀
衡
え
来
た
り
て
已
に
数
春
。
今
朝
留

め

贈

り

て

佳

人

に

典

う

。

長

江

の

至

る

を

見

ざ

れ

た
め

ば
、
為
に
相
思
を
遣
り
て
夢
に
秦
に
入
れ
」
と
日
う
を
以

て
す
。
八
年
を
途
え
、
皐
至
ら
ず
、
玉
箭
は
食
を
絶
ち
て
卒

お
さ

す
。
後
十
年
、
皐
は
蜀
を
理
め
て
替
わ
ら
ず
、
因
り
て
生
日

を
作
す
に
、
東
川
の
慮
八
、
坐
中
に
一
歌
姫
を
送
り
来
た
ら

し
む
。
未
だ
破
瓜
に
満
た
ず
、
亦
た
玉
篇
を
以
て
号
と
為
す
。

こ
れ
を
観
る
に
乃
ち
真
の
玉
篇
な
り
。

さ
ら
に
『
緑
窟
新
話
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

尊
泉
、
未
だ
仕
え
ざ
り
し
時
、
姜
使
君
の
門
館
に
寓
す
。
（
姜

使
君
は
）
こ
れ
を
待
す
る
こ
と
甚
だ
厚
く
、
小
青
衣
の
玉
篇

と
日
う
を
贈
る
。
美
に
し
て
艶
な
り
。
凡
そ
数
年
、
茸
、
観

た
ず
さ

に
帰
る
に
、
敢
え
て
典
に
倶
え
ず
。
乃
ち
、
玉
箭
と
約
し
て
、

七
年
に
し
て
復
た
来
り
て
相
い
取
ら
ん
と
す
。
因
り
て
玉
指

環
を
留
め
、
並
び
に
詩
を
贈
り
て
日
く
、
「
黄
雀
衡
え
来
た

り
て
巳
に
数
春
。
今
朝
留
め
贈
り
て
佳
人
に
典
う
。

た
め

長
江
魚
書
の
至
る
を
見
ざ
れ
ば
、
為
に
相
思
を
遣
り
て

お
く

夢
に
秦
に
入
れ
」
と
。
尊
、
期
に
術
れ
て
至
ら
ず
。
玉
篇
は

嘆
じ
て
「
茸
家
の
郎
は
来
た
ら
ざ
る
な
り
」
と
日
い
、
食
を

絶
ち
て
卒
す
。
後
、
皐
は
蜀
に
鎮
す
。
時
に
祖
山
の
人
に
少

翁
の
術
あ
る
も
の
有
り
、
能
＜
逝
く
者
の
精
魂
を
致
し
て
形

あ
ら
わ

見
せ
し
む
。
玉
篇
を
見
し
て
日
く
、
「
写
経
し
て
佛
に
供
す
る

の
力
を
承
け
、
旬
日
に
し
て
便
ち
嘗
に
托
生
す
べ
し
。
後
、

十
二
年
、
再
び
侍
妾
と
為
ら
ん
」
と
。
後
、
（
尊
皐
の
）
誕
日
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に
因
り
て
、
東
川
の
慮
尚
書
、
歌
姫
を
献
じ
て
壽
と
為
す
。

年
十
二
、
名
は
玉
篇
、
逮
か
に
呼
び
こ
れ
を
視
れ
ば
、
宛
然

と
し
て
薔
人
な
り
。
中
指
に
玉
環
の
隠
起
有
り
。

『
類
説
』
は
紹
興
六
年
（
―
-
三
六
）
の
成
立
、
『
錦
繍
萬
花
谷
』

は
孝
宗
期
（
一
―
六
三

s-
―
八
九
）
の
も
の
、
一
方
の
『
緑
窟

新
話
』
は
恐
ら
く
元
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
玉
篇
化
」
の
物

語
は
、
唐
代
の
『
雲
深
友
議
』
か
ら
『
類
説
』
や
『
錦
繍
萬
花
谷
』

を
経
て
元
代
の
『
緑
窟
新
話
』
や
元
雑
劇
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
間
、
『
雲
深
友
議
』
が
一

0
歳
と
し
た
玉
篇
の
歳
が
『
錦

繍
萬
花
谷
』
で
は
七
歳
に
な
っ
た
り
、
『
雲
漢
友
議
』
が
死
後
―
二

年
と
し
た
も
の
が
『
錦
繍
萬
花
谷
』
で
は
一

0
年
に
な
っ
た
り
、

い
く
つ
か
の
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
緑
窟
新
話
』
と
『
類

説
』
と
を
比
較
し
た
場
合
、
両
者
は
共
通
し
た
表
現
を
用
い
る
か

ら
、
恐
ら
く
『
緑
窟
新
話
』
が
『
類
説
』
を
参
照
し
て
書
か
れ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
類
説
』
に
は
な
い
「
祖
山

の
人
に
少
翁
の
術
あ
る
も
の
有
り
（
『
雲
埃
友
議
』
は
「
祖
山
人
」
と
す
る
）
、

能
＜
逝
く
者
の
精
魂
を
致
し
て
形
見
せ
し
む
」
と
い
う
一
節
が
『
緑

窟
新
話
』
に
は
あ
る
。
こ
う
し
た
差
異
は
、
「
玉
篇
化
」
の
物
語
が

『
雲
揆
友
議
』
か
ら
単
純
に
類
書
に
引
き
継
が
れ
『
緑
窟
新
話
』

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
唐
代
の
筆
記
小
説
と
元
代
の
戯
曲
の
間
に
は
、

宋
代
の
「
瓦
子
」
に
起
こ
っ
た
「
説
話
」
が
あ
っ
た
。
『
緑
窟
新
話
』

は
一
般
に
、
そ
れ
ら
「
説
話
人
」
の
ネ
タ
本
だ
と
い
わ
れ
る
が
、

「
玉
篇
の
物
語
」
は
「
説
話
人
」
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
多

少
の
改
編
を
こ
う
む
っ
た
の
で
あ
る
。

「
玉
篇
化
」
の
原
文
を
見
て
た
だ
ち
に
気
付
く
の
は
、
そ
れ
が

赫
赫
た
る
唐
代
の
節
度
使
・
茸
奉
の
逸
話
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

叙
述
の
中
心
は
茸
學
に
あ
っ
て
、
玉
籠
に
な
い
。
宋
代
の
類
書
は
、

こ
の
茸
皐
に
関
わ
る
叙
述
を
多
く
削
除
す
る
た
め
、
彼
の
存
在
は

後
退
し
、
玉
篇
の
位
置
が
自
然
と
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
幅

な
削
除
に
よ
っ
て
、
物
語
の
重
心
が
移
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

『
雲
埃
友
議
』
の
玉
篇
は
「
青
衣
」
で
あ
る
。
物
語
の
重
心
が
茸

皐
か
ら
玉
篇
へ
移
る
こ
と
は
、
節
度
使
の
逸
話
か
ら
普
通
の
人
々

の
因
縁
輝
に
変
貌
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
同
じ
―
つ
の
「
死
と

再
生
」
の
物
語
が
、
茸
泉
と
い
う
人
物
に
か
か
わ
る
「
奇
縁
」
の

そ
れ
か
ら
、
玉
籠
と
い
う
純
真
な
少
女
の
愛
の
そ
れ
へ
と
変
わ
っ

た
の
で
あ
る
。
『
雲
深
友
議
』
か
ら
『
緑
窟
新
話
』
へ
の
流
れ
と
は
、

い
う
な
ら
ば
、
「
貴
人
の
奇
縁
」
か
ら
「
普
通
の
少
女
の
愛
」
へ
の

変
化
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
雲
深
友
談
』
「
玉
篇
化
」
の
主
題
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
男

女
の
悲
歓
離
合
で
あ
る
。
男
女
が
出
会
い
、
別
れ
、
再
会
す
る
。

そ
れ
が
悲
劇
的
な
結
末
を
迎
え
よ
う
と
大
団
円
に
終
わ
ろ
う
と
、

男
女
の
悲
歓
離
合
に
は
古
今
東
西
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
が
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
「
玉
篇
の
物
語
」
は
き
わ
め
て
月
並
み
で
あ
る
。

(96) 



元
曲
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
の
プ
ロ
ッ
ト
を
『
雲
深
友
議
』
「
玉
箭

化
」
と
比
較
す
る
な
ら
、
そ
こ
に
幾
つ
か
の
差
異
が
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
に
は
金
童
•
玉

（二）

の
物
語
が
特
別
な
の
は
、
女
性
主
人
公
が
恋
人
と
わ
か
れ
、
涙
を

呑
ん
で
死
ん
だ
後
、
輪
廻
転
生
し
て
男
性
主
人
公
と
後
の
縁
を
結

ぶ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
転
生
し
て
前
縁
に
報
い
る
」
こ
と
が
、
今
日

の
科
学
か
ら
見
て
可
能
か
否
か
筆
者
は
知
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
『
雲
深
友
議
』
か
ら
『
緑
窟
新
話
』
に
至
る
ま
で
、
こ
の

点
に
か
か
わ
る
記
述
は
一
切
変
化
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
そ
れ

を
証
す
品
が
「
玉
環
」
で
あ
る
点
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
「
玉
篇
化
」

の
物
語
は
、
葬
皐
か
ら
玉
籠
へ
と
物
語
の
重
心
を
移
し
つ
つ
、
ま

た
、
新
た
な
要
素
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
最

終
的
に
は
、
明
末
の
『
石
黙
頭
』
が
収
録
す
る
「
玉
篇
女
再
生
玉

環
縁
」
が
「
瓦
子
」
の
「
説
話
」
の
到
達
点
で
あ
ろ
う
か
。
が
、

話
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
、
「
玉
篇
が
転
生
す
る
（
す
な
わ

ち
、
玉
僻
が
化
す
）
」
点
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
「
瓦
子
」
の
「
説

話
人
」
は
恐
ら
く
、
「
玉
環
」
を
機
軸
に
二
人
の
少
女
を
結
び
つ
け

る
こ
と
を
中
心
に
据
え
、
『
雲
湊
友
議
』
の
内
容
を
書
き
換
え
た
り

膨
ら
ま
せ
た
り
し
た
の
で
あ
る
。

女
の
情
節
が
あ
っ
た
り
、
玉
篇
が
「
青
衣
」
か
ら
「
妓
女
」
に
変
化
し

て
い
た
り
、
廓
の
や
り
手
婆
や
張
延
賞
が
登
場
し
て
、
口
論
や
立

ち
回
り
が
演
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
中
国
古
典
演
劇
が

も
つ
上
演
上
の
制
約
や
習
慣
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
玉
籠
の
物

語
」
を
舞
憂
に
の
せ
よ
う
と
す
る
限
り
、
あ
る
程
度
は
や
む
を
得

な
い
改
編
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
に
は
も
っ
と
本
質
的
変
更
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
変
更
が
、
こ
の
戯
曲
の
文
学
性
を
支
え
、
ま
た
、
「
玉

籠
の
物
語
」
を
不
朽
の
も
の
に
し
た
と
い
え
る
。
「
玉
箭
の
物
語
」

は
、
あ
る
言
い
方
を
す
れ
ば
、
元
雑
劇
に
至
っ
て
初
め
て
文
学
性

を
獲
得
す
る
。
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
は
ど
の
よ
う
に
玉
箭
を
描
い
た

の
だ
ろ
う
。
第
二
折
「
玉
箇
病
中
寄
異
容
」
を
分
析
し
な
が
ら
、

『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
の
独
創
性
を
見
て
み
よ
う
。

第
二
折
「
玉
篇
病
中
寄
異
容
」
は
、
尊
翠
と
別
れ
た
後
の
玉
箭

が
、
恋
人
へ
の
思
い
の
た
め
に
病
と
な
り
、
死
に
臨
ん
で
自
ら
の

姿
絵
を
描
き
、
そ
れ
に
詞
を
添
え
て
尊
皐
に
送
る
過
程
を
展
開
す

る
。
そ
の
曲
辞
は
素
朴
さ
と
屈
折
を
あ
わ
せ
も
つ
。

【
商
調
集
賢
賓
】
隔
紗
窟
日
高
花
弄
影
。
聴
何
慮
囀
流
鶯
゜

虚
瓢
諷
半
会
幽
夢
。
困
騰
騰
一
枕
春
醒
。
睦
着
那
遊
絲
児
恰

飛
過
竹
嗚
桃
深
、
随
着
這
蜘
蝶
児
又
来
到
月
樹
風
亭
゜
覺
来

時
倍
着
翠
雲
十
二
屏
。
悦
惚
似
啜
露
飛
螢
。
寸
腸
千
萬
結
、

長
嘆
雨
一
―
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紗
窟
を
隔
て
て
、
日
は
す
で
に
高
く
、
花
の
陰
が
紗
窟
に
揺

れ
る
。
ど
こ
か
で
梢
を
渡
る
鶯
の
声
が
聞
こ
え
る
。
ふ
ら
ふ

ら
と
、
か
そ
け
き
夢
は
、
う
つ
う
つ
と
春
の
ま
ど
ろ
み
の
中
。

柳
架
舞
い
飛
ぶ
竹
の
堤
•
桃
の
深
を
離
れ
、
胡
蝶
を
追
っ
て

風
月
の
東
屋
ま
で
や
っ
て
き
た
。
と
お
も
え
ば
目
も
覚
め
て
、

こ
こ
は
翠
雲
の
屏
風
に
囲
ま
れ
た
閾
の
中
。
ぽ
ん
や
り
と
、

露
を
す
す
る
蛍
に
似
て
。
胸
は
引
き
裂
か
れ
ん
ば
か
り
、
出

る
の
は
た
だ
た
め
息
。

本
曲
は
、
第
二
折
開
頭
の
一
曲
で
あ
る
。
「
隔
紗
窟
日
高
花
弄
影
」

以
下
冒
頭
の
数
句
は
、
主
人
公
の
生
活
と
心
情
を
す
で
に
い
き
い

き
と
描
く
。
「
日
高
花
弄
影
」
は
、
日
が
高
く
な
っ
て
玉
篇
が
目
を

覚
ま
し
た
こ
と
を
語
り
、
第
二
句
「
囀
流
鶯
」
は
、
そ
の
目
覚
め

が
偶
然
の
「
囀
流
鶯
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。

と
同
時
に
、
読
者
の
想
像
力
は
閾
房
か
ら
室
外
へ
向
か
い
、
「
鳥
の

睦
言
」
を
幻
聴
の
よ
う
に
聞
き
、
唐
•
金
昌
緒
の
有
名
な
五
言
絶

句
を
想
起
す
る
。

打
起
黄
鶯
児
。
莫
教
枝
上
暗
゜
喘
時
驚
妾
夢
、
不
得
到
遼
西
。

鶯
を
追
い
払
っ
て
。
枝
で
喘
か
さ
な
い
で
。
暗
け
ば
あ
た
し

は
夢
か
ら
醒
め
、
あ
の
人
の
い
る
遼
西
に
飛
ん
で
い
け
な
い
。

と
思
う
と
、
次
の
句
に
至
っ
て
、
玉
篇
が
ま
だ
夢
の
中
に
あ
る
こ

と
を
知
る
。
彼
女
の
夢
は
「
遼
西
」
に
至
る
の
で
は
な
く
、
「
遊
絲

児
」
や
「
蜘
蝶
児
」
を
追
い
、
「
竹
嗚
桃
揆
」
や
「
月
樹
風
亭
」
へ

と
向
か
う
。
そ
の
「
竹
嗚
桃
深
」
や
「
月
樹
風
亭
」
が
、
む
か
し

尊
皐
と
楽
し
い
と
き
を
過
ご
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
玉
箭
が
夢
を
む
さ
ぼ
っ
て
「
晩
起
」
す
る
の
は
、
こ
の

た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
「
囀
流
鶯
」
に
よ
っ
て
一
旦
夢
か
ら
醒
め
れ
ば
、
懐
か

し
い
光
景
や
爛
漫
た
る
春
の
光
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
。
目
の
前
に
あ

る
の
は
ひ
ん
や
り
と
し
た
屏
風
だ
け
。
夢
と
現
実
の
落
差
に
玉
篇

は
茫
然
と
し
、
心
は
千
々
に
乱
れ
て
「
雨
三
聟
」
大
き
く
た
め
息

を
つ
く
。
第
一
句
と
第
二
句
、
第
三
句
と
第
四
句
、
第
五
句
と
第

六
句
、
第
九
句
と
第
十
句
は
そ
れ
ぞ
れ
対
聯
を
な
し
、
作
為
を
思

わ
せ
る
も
の
は
ど
こ
に
も
な
い
。
空
虚
な
玉
箭
の
心
を
実
に
自
然

に
描
い
た
作
者
の
手
腕
は
感
嘆
の
他
な
い
。

つ
づ
く
場
面
で
は
、
自
身
の
肖
像
画
を
専
翠
に
届
け
よ
う
と
人

に
託
し
な
が
ら
、
玉
篇
は
次
の
よ
う
に
歌
う
。

【
浪
裡
来
】
祢
道
箇
題
橋
的
没
信
行
。
駕
車
的
無
準
成
。
我

把
他
漢
相
如
斯
敬
重
不
多
争
。
我
比
那
卓
文
君
有
上
稽
没
了

四
星
。
空
教
我
叫
不
應
。
登
不
聞
學
頭
三
尺
有
神
明
。

【
高
過
随
調
然
】
心
事
人
抜
了
短
蕪
、
有
情
人
太
薄
倖
。
他

説
道
三
年
来
到
如
今
五
載
不
回
程
。
好
教
哨
上
天
遠
入
地
近
、

撥
残
生
。
恰
便
似
風
内
燈
。
比
及
伽
見
俺
那
栃
心
的
短
命
。

則
我
這
一
霊
兒
先
飛
出
洛
陽
城
。

【
浪
裡
来
】
（
絵
を
届
け
る
小
者
に
）
志
を
橋
に
題
し
た
司
馬
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相
如
に
比
較
す
れ
ば
、
あ
の
人
は
真
心
が
な
く
。
車
を
操
っ

て
駆
け
落
ち
し
た
卓
文
君
に
比
べ
れ
ば
、
わ
た
し
に
算
段
が

な
い
、
と
あ
な
た
は
思
う
で
し
ょ
う
。
あ
の
人
を
漢
の
司
馬

相
如
の
よ
う
に
大
切
に
扱
っ
た
点
は
、
卓
文
君
に
も
ゆ
め
ゆ

め
引
け
は
と
る
ま
い
、
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
。
た
だ
、
卓
文

君
に
比
べ
れ
ば
、
事
の
始
ま
り
は
同
じ
で
も
、
わ
た
し
に
は

未
来
が
な
い
。
あ
だ
に
天
に
呼
び
か
け
る
だ
け
、
応
は
な
い
。

茸
皐
さ
ま
、
頭
を
上
げ
た
三
尺
先
に
神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
い
う
じ
ゃ
な
い
の
。

【
高
過
随
調
敏
~
】
心
配
事
の
た
め
に
、
凶
の
御
神
簸
を
引
い

て
結
局
損
を
す
る
羽
目
に
な
る
の
は
わ
た
し
。
思
う
あ
の
人

は
薄
情
も
の
。
「
三
年
た
っ
た
ら
」
と
言
っ
て
、
は
や
五
年
も

帰
っ
て
こ
な
い
。
「
天
に
登
る
は
遠
く
地
獄
に
落
ち
る
は
近
い
」

と
は
言
う
け
れ
ど
、
こ
の
つ
ま
ら
な
い
あ
た
し
の
命
も
。
風

の
中
の
と
も
し
火
。
（
絵
を
届
け
る
小
者
に
）
あ
な
た
が
あ
の

裏
切
り
者
の
死
に
損
な
い
に
会
う
頃
は
。
わ
た
し
の
魂
は
一

足
先
に
洛
陽
城
を
出
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
浪
裡
来
】
に
お
い
て
は
、
遥
か
な
る
恋
人
へ
の
思
い
が
司
馬

相
如
と
卓
文
君
の
故
事
に
か
ら
め
て
歌
わ
れ
る
。
司
馬
相
如
と
卓

文
君
の
故
事
を
用
い
る
点
に
は
新
機
軸
は
見
ら
れ
な
い
が
、
卓
文

君
以
上
に
一
途
な
思
い
、
愚
か
な
女
心
を
、
「
没
信
行
」
「
無
準
成
」

「
有
上
稽
没
了
四
星
」
と
い
っ
た
民
間
の
俗
語
を
用
い
て
暗
示
す

る
点
は
、
主
人
公
の
「
身
分
」
と
符
合
し
て
新
鮮
で
あ
る
。

ま
た
、
【
高
過
随
調
敏
~
】
に
い
う
「
心
事
人
抜
了
短
幕
」
に
は
言

外
の
意
が
あ
る
だ
ろ
う
。
「
心
事
」
は
、
玉
篇
が
茸
皐
の
身
を
気
遣

っ
て
の
心
配
事
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
女
は
恋
人

の
た
め
に
何
度
も
占
い
を
し
て
、
そ
の
挙
句
に
自
ら
が
「
抜
了
短

審
（
割
を
見
る
）
」
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
こ
こ
に
は
、
愛
を
求
め

て
得
ら
れ
ず
、
憎
も
う
と
し
て
憎
み
き
れ
な
い
悲
し
い
女
心
が
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
茸
皐
を
初
め
は
「
有
情
人
」
と
呼

び
、
後
に
「
負
心
短
命
」
と
い
う
点
、
自
ら
の
運
命
を
「
教
哨
上

天
遠
入
地
近
、
撥
残
生
。
恰
便
似
風
内
燈
」
と
い
い
、
「
一
霊
兒
先

飛
出
洛
陽
城
」
と
い
う
点
も
、
同
様
に
女
心
の
機
微
を
描
く
。
死

に
直
面
し
な
が
ら
、
玉
篇
は
そ
れ
を
「
撥
残
生
」
「
風
内
燈
」
「
一

霊
兒
先
飛
出
洛
陽
城
」
と
し
か
表
現
し
な
い
。
尊
皐
が
い
な
い
現

世
は
、
彼
女
に
と
っ
て
「
澄
残
生
（
つ
ま
ら
な
い
、
む
だ
な
命
）
」
に
過

ぎ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
彼
女
の
関
心
は
認
泉
に
あ
っ
て
、

そ
の
茸
皐
を
「
俺
那
肪
心
的
短
命
（
わ
た
し
の
あ
の
裏
切
り
者
の
死
に
損
な

い
）
」
と
懐
か
し
げ
に
呼
び
つ
つ
、
小
者
が
会
う
頃
に
は
自
身
の
魂

が
憧
れ
出
る
よ
う
に
洛
陽
を
後
に
し
、
そ
の
ま
ま
恐
ら
く
転
生
す

る
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
我
這
一
霊
兒
先
飛
出
洛

陽
城
」
に
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
第
二
折
、
ひ
い
て
は
本
劇
全
体
の

最
大
の
山
場
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
第
二
折
は
元
雑
劇
の
精
華
で
あ
る
。
と
同
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時
に
、
作
者
喬
吉
の
文
学
性
、
独
創
性
の
証
明
で
も
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
、
明
代
の
中
葉
に
出
版
さ
れ
た
散
曲
集
『
詞
林
摘
艶
』
や

『
宛
熙
楽
府
』
、
萬
暦
以
後
に
出
版
さ
れ
た
「
散
駒
集
」
『
群
音
類

選
』
『
月
露
音
』
『
賽
徴
歌
集
』
『
南
音
三
籟
』
等
が
、
み
な
『
雨

世
姻
縁
』
雑
劇
第
二
折
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
明
人
は
、
こ
の
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
、
特
に
第
二
折

を
愛
好
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
作
者
喬
吉
が
「
玉
箭
の
物
語
」
を
い
か
に
変
容
さ
せ
、

そ
の
変
更
が
こ
の
物
語
に
い
か
に
本
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た

か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
「
玉
篇
の
物
語
」
の
歴
史
的
演
変
の
中

で
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
、
と
総
括

す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

『
雲
深
友
議
』
「
玉
篇
化
」
の
物
語
で
は
、
葬
皐
は
死
ん
だ
玉
籠

の
た
め
に
「
写
経
を
し
て
像
を
作
り
」
、
そ
の
こ
と
が
玉
篇
の
転
生

を
も
た
ら
す
。
が
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
に
は
そ
の
情
節
が
な
い
。

ま
た
、
「
玉
籠
化
」
で
は
茸
皐
が
「
玉
環
」
と
詩
を
贈
る
展
開
が
あ

っ
て
、
特
に
「
玉
環
」
が
玉
篇
の
転
生
を
証
す
重
要
な
小
道
具
に

な
る
。
だ
が
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
に
は
そ
の
「
玉
環
」
の
展
開
も

な
け
れ
ば
、
茸
皐
が
詩
を
贈
る
情
節
も
な
い
。
あ
る
の
は
た
だ
、

玉
篇
が
自
ら
の
姿
絵
を
描
き
、
そ
れ
を
尊
翠
に
託
そ
う
と
す
る
第

二
折
の
そ
れ
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
シ
ー
ン
、
玉
篇
の
方
が

詞
を
作
っ
て
姿
絵
に
添
え
、
そ
の
姿
絵
が
ま
た
最
終
幕
に
お
い
て

玉
篇
転
生
を
証
す
重
要
な
証
拠
と
も
な
る
の
だ
。
「
玉
篇
の
物
語
」

は
愛
と
転
生
の
物
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
転
生
し
た
玉
箇
が

元
の
玉
箭
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
証
す
こ
と
は
、
物
語
の
核

心
を
な
す
重
要
な
展
開
で
あ
る
。
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
は
、
そ
の
核

心
と
し
て
設
定
さ
れ
た
「
玉
環
」
を
あ
っ
さ
り
捨
て
去
っ
て
、
そ

の
か
わ
り
に
第
二
折
の
「
寄
異
容
」
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

玉
篇
が
詞
を
題
し
て
姿
絵
に
添
え
る
シ
ー
ン
を
見
て
お
こ
う
。

（
正
旦
云
）
我
再
倣
一
首
詞
、
併
将
去
。
詞
名
長
相
思
゜
詞

日
「
長
相
思
。
短
相
思
。
長
短
相
思
楊
柳
枝
。
断
腸
千
萬
糸
。

生
相
思
。
死
相
思
。
生
死
相
思
無
了
時
。
寄
君
断
腸
詞
」
。

梅
香
、
将
鏡
兒
束
我
照
一
照
哨
、
則
伯
近
日
容
顔
不
似
這
蜜

中
模
様
。
（
作
覧
鏡
長
呼
科
、
唱
）

【
柳
葉
兒
】
冗
的
不
寂
霙
了
菱
花
粧
鏡
。
自
蜆
了
自
害
心
疼
。

将
一
片
志
誠
心
窯
入
氷
絹
静
。
這
一
篇
相
思
令
。
寄
典
多
情
。

道
是
人
憔
悴
不
似
丹
青
。

（
正
旦
）
そ
れ
か
ら
、
詞
を
一
首
よ
ん
で
、
あ
わ
せ
て
贈
り

ま
し
ょ
う
。
詞
名
は
「
長
相
思
」
。
詞
日
く
「
長
い
思
い
に
。

短
い
思
い
。
長
短
の
思
い
は
楊
柳
の
枝
。
千
萬
の
思
い
の
糸

が
、
悲
し
く
芽
を
吹
き
し
な
だ
れ
る
。
生
き
て
思
い
。

死
し
て
思
う
。
生
き
て
思
い
死
ん
で
思
っ
て
、
止
む
と
き
は

な
く
。
恋
の
歌
を
あ
な
た
に
贈
る
」
。
梅
香
や
、
鏡
を
取
っ
て

み
せ
て
お
く
れ
。
ち
か
ご
ろ
は
、
こ
の
絵
姿
よ
り
や
つ
れ
た
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ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

【
柳
葉
兒
】
あ
れ
ま
あ
、
な
ん
と
悲
し
い
鏡
の
中
。
照
ら
せ

ば
心
が
痛
む
ば
か
り
。
胸
い
っ
ぱ
い
の
真
心
を
絵
姿
に
読
み

込
ん
だ
。
こ
の
一
篇
の
詞
。
多
情
の
あ
の
人
に
こ
と
づ
け
て
。

「
人
は
や
せ
衰
え
、
こ
の
絵
姿
に
似
て
お
り
ま
せ
ぬ
」
と
申

し
ま
し
ょ
う
。

右
の
詞
中
に
い
う
「
生
相
思
。
死
相
思
。
生
死
相
思
無
了
時
」

は
、
玉
篇
の
運
命
を
恐
ら
く
暗
示
す
る
。
特
に
「
生
死
相
思
無
了

時
」
は
、
『
長
恨
歌
』
に
い
う
「
天
長
地
久
有
時
盛
、
此
恨
綿
綿
無

壺
期
」
を
連
想
さ
せ
、
何
度
転
生
し
て
も
癒
さ
れ
ぬ
恋
の
恨
み
を

思
わ
せ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
【
柳
葉
兒
】
の
末
句
に
い
う
「
人
憔
悴

不
似
丹
青
」
も
、
元
積
『
會
慎
記
』
の
中
で
鶯
鶯
が
よ
む
次
の
詩

を
初
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

ょ

消
痩
し
て
容
光
を
減
じ
て
自
従
り
。
萬
轄
千
廻
肱
を
下
り

も
の
う

る
に
棚
し
。
芳
人
の
為
に
羞
じ
て
起
き
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
郎

の
為
に
憔
悴
し
て
却
て
郎
に
羞
ず
。

「
あ
な
た
の
せ
い
で
や
せ
衰
え
た
の
に
、
あ
な
た
に
会
う
の
が
恥

ず
か
し
い
」
。
【
柳
葉
兒
】
「
人
憔
悴
不
似
丹
青
」
に
あ
る
感
情
は
、

こ
れ
と
同
じ
羞
恥
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
「
人
憔
悴
不
似
丹
青
」
の

一
句
は
、
玉
箭
が
転
生
し
た
後
の
再
会
ま
で
実
は
連
想
さ
せ
る
。

「
生
き
て
相
思
。
死
し
て
相
思
。
生
死
の
相
思
は
了
る
時
無
し
」

な
の
だ
か
ら
、
転
生
し
て
再
会
し
た
と
き
、
「
人
は
憔
悴
し
て
丹
青

に
似
ず
」
、
そ
れ
ゆ
え
「
郎
の
為
に
憔
悴
し
て
却
て
郎
を
羞
ず
」
な

の
で
あ
る
。
転
生
を
証
す
証
拠
の
品
に
い
じ
ら
し
い
女
心
を
託
し

た
名
場
面
と
い
え
よ
う
。

『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
は
「
玉
篇
化
」
を
継
承
し
た
戯
曲
文
学
で

あ
る
。
だ
が
こ
の
作
品
は
、
宋
代
の
類
書
や
小
説
が
『
雲
埃
友
議
』

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
「
玉
環
」
や
「
写
経
」
の
故
事
を
用
い
ず
、

「
寄
異
容
」
を
創
造
し
て
、
玉
篇
み
ず
か
ら
が
望
ん
で
転
生
す
る

物
語
に
書
き
換
え
た
。
玉
篇
を
妓
女
と
す
る
設
定
が
喬
吉
の
改
編

に
出
る
か
否
か
解
ら
な
い
。
ま
た
、
「
寄
慄
容
」
と
い
う
展
開
が
主

に
演
劇
上
の
要
請
に
よ
る
も
の
か
否
か
、
そ
の
点
も
明
ら
か
で
は

な
い
。
し
か
し
、
『
両
世
姻
縁
』
雑
劇
に
い
た
っ
て
初
め
て
玉
篇
は

哀
切
な
女
心
を
う
た
い
得
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
そ
こ
に
作
者
喬

吉
の
独
創
、
工
夫
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味

で
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
は
「
玉
篇
の
物
語
」
に
画
期
を
も
た
ら
し
、

初
め
て
文
学
性
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
。
「
寄
僕
容
」
の
場
面
が
愛

好
さ
れ
た
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

（三）

『
金
瓶
梅
詞
話
』
第
六
三
回
「
韓
画
士
伝
箕
作
遺
愛
、
西
門
艇

観
戯
動
深
悲
」
は
西
門
慶
の
第
六
夫
人
李
瓶
兒
の
葬
儀
を
描
く
回

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
シ
ー
ン
が
あ
る
。
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一
同
が
祭
莫
を
お
わ
る
と
、
西
門
慶
と
陳
経
済
が
答
礼
し
、

そ
こ
で
一
同
席
に
つ
き
ま
す
。
や
が
て
下
手
で
役
者
が
銅
鑓

や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
ま
し
た
。
出
し
も
の
は
茸
皐
と
玉
箭

の
「
雨
世
姻
縁
」
『
玉
環
記
』
で
す
。
：
・
・
や
が
て
芝
居
が
は

じ
ま
る
と
、
生
が
茸
泉
に
扮
し
て
登
場
し
、
し
ば
ら
く
う
た

っ
た
後
に
退
場
、
次
い
で
貼
旦
が
玉
篇
に
扮
し
て
登
場
、
し

ば
ら
く
う
た
っ
た
後
に
退
場
し
ま
す
。
・
・
・
・
下
手
で
鼓
楽
の

音
が
し
て
、
芝
居
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
生
が
茸
皐
に
扮
し
、

浄
が
包
知
本
に
扮
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
廓
の
玉
篇
の
家
へ
と

や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
や
り
手
婆
が
出
て
き
て
こ
れ
を
迎
え

る
と
、
包
知
本
が
「
ね
え
さ
ん
を
よ
ん
ど
く
れ
」
。
や
り
手
が

「
包
さ
ま
、
あ
な
た
様
は
随
分
な
お
方
。
う
ち
の
む
す
め
は
、

め
っ
た
な
こ
と
じ
や
あ
出
て
参
り
ま
せ
ん
。
た
っ
た
―
つ
の

「
請
」
で
、
ど
う
や
っ
て
呼
べ
っ
て
ん
で
す
」
。
：
•
•
西
門
慶

は
書
童
に
い
い
つ
け
、
役
者
た
ち
に
早
く
次
の
段
を
や
る
よ

う
催
促
さ
せ
、
賑
や
か
な
と
こ
ろ
を
選
ん
で
う
た
う
よ
う
言

い
つ
け
さ
せ
ま
す
。
ま
も
な
く
太
鼓
や
拍
板
の
音
と
と
も
に

末
が
や
っ
て
き
て
、
西
門
慶
に
「
「
寄
僕
容
」
の
一
折
を
う
た

い
ま
し
ょ
う
か
」
と
た
ず
ね
ま
す
。
西
門
慶
は
「
何
で
も
か

ま
わ
ん
、
賑
や
か
な
や
つ
を
頼
む
」
。
貼
旦
が
玉
箭
に
扮
し
て
、

し
ば
ら
く
う
た
う
と
、
西
門
慶
は
「
今
生
難
会
面
、
因
此
上

寄
丹
青
」
の
一
節
を
聞
き
、
李
瓶
兒
を
ふ
と
思
い
出
し
：
・・o

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
『
玉
環
記
』
は
、
茸
皐
と
玉
篇
の
物
語
を

扱
っ
た
南
戯
で
あ
る
。

右
の
第
六
三
回
は
、
李
瓶
兒
の
葬
儀
に
あ
た
っ
て
芝
居
が
上
演

さ
れ
た
こ
と
を
描
き
、
戯
曲
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
に
な
っ

て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
も
『
玉
環
記
』
が
上
演
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
玉
箇
の
物
語
の
演
変
を
考
え
る
上
で
大
き
な
示
唆
を

与
え
る
。
西
門
慶
が
「
熱
間
慮
（
賑
や
か
な
や
つ
を
）
」
と
頼
む
と
、

末
は
「
「
寄
巽
容
」
の
一
折
を
う
た
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
応
え
る
。

「
寄
巽
容
」
の
シ
ー
ン
は
、
元
曲
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
が
創
造
し

た
名
場
面
だ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
南
戯
『
玉
環
記
』

に
も
同
様
の
シ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
シ
ー
ン
も
同
様
に

「
熱
閤
慮
」
、
す
な
わ
ち
「
も
っ
と
も
重
要
な
場
面
」
と
認
識
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

『
玉
環
記
』
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

茸
學
は
若
く
し
て
父
を
失
っ
た
。
科
挙
に
応
じ
て
上
京
し
、

妓
女
玉
篇
と
馴
染
む
が
、
や
り
手
婆
に
追
い
出
さ
れ
、
玉
環

を
贈
っ
て
玉
篇
と
別
れ
る
。
茸
皐
は
、
父
の
旧
友
張
延
賞
の

元
に
身
を
寄
せ
、
張
の
夫
人
苗
氏
に
見
込
ま
れ
、
張
の
む
す

め
瑣
英
と
結
婚
す
る
。
玉
箭
は
露
皐
と
別
れ
た
後
、
姿
絵
を

描
い
て
茸
皐
に
送
る
が
、
病
と
な
っ
て
他
界
す
る
（
上
巻
）
。

茸
泉
は
張
府
の
幕
客
と
な
っ
て
日
夜
狩
に
明
け
暮
れ
て
い
た

が
、
福
童
兒
の
證
言
に
よ
っ
て
張
府
を
放
逐
さ
れ
る
。
張
延
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賞
は
む
す
め
瑣
英
に
も
夫
を
替
え
る
よ
う
逼
り
、
そ
れ
を
拒

絶
し
た
瑣
英
を
打
ち
据
え
、
黄
河
に
捨
て
る
。
茸
皐
は
張
府

を
出
た
後
、
軍
功
を
立
て
て
西
川
節
度
使
と
な
り
、
姓
名
を

変
え
て
張
延
賞
と
役
職
を
交
代
す
る
こ
と
に
な
る
。
途
上
、

瑣
英
を
救
い
、
福
童
兒
を
捕
ら
え
て
西
川
に
至
る
が
、
張
延

賞
は
恥
じ
て
隠
居
す
る
。
玉
箭
は
、
節
度
副
使
姜
承
の
む
す

め
に
転
生
し
て
い
た
。
賊
兵
を
討
つ
た
め
茸
皐
と
姜
承
は
蜀

に
出
軍
す
る
が
、
出
陣
の
宴
席
で
茸
皐
は
姜
承
の
む
す
め
を

見
る
。
姜
承
は
怒
り
、
賊
兵
を
平
ら
げ
れ
ば
む
す
め
を
要
わ

せ
、
平
ら
げ
ら
れ
ね
ば
節
度
使
の
蜀
を
交
代
す
る
、
と
い
う

賭
け
を
す
る
。
賊
兵
は
見
事
平
ら
げ
ら
れ
、
茸
皐
は
玉
篇
を

第
二
夫
人
と
し
て
団
円
す
る
（
下
巻
）
。

南
戯
『
玉
環
記
』
は
、
『
雲
深
友
議
』
「
玉
篇
化
」
の
物
語
の
み

な
ら
ず
、
同
「
苗
夫
人
」
の
逸
話
も
敷
術
す
る
。
『
雲
深
友
議
』
「
苗

夫
人
」
の
概
略
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

張
延
賞
の
妻
苗
氏
は
太
宰
苗
晉
卿
の
む
す
め
で
あ
っ
た
。
オ

識
が
あ
っ
て
人
を
見
る
目
が
あ
り
、
茸
皐
を
見
込
ん
で
む
す

め
を
要
わ
せ
た
。
張
延
賞
は
茸
皐
を
軽
ん
じ
て
い
た
が
、
苗

氏
は
厚
く
も
て
な
し
た
。
後
、
章
皐
は
家
を
出
て
東
遊
し
、

西
川
節
度
使
に
上
っ
て
張
延
賞
と
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
張
延
賞
は
「
私
に
は
人
を
見
る
目
が
な
い
」
と
恥
じ
、

門
を
出
な
か
っ
た
が
、
苗
氏
だ
け
は
茸
皐
に
恥
じ
る
と
こ
ろ

が
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
『
玉
環
記
』
は
、
『
雲
深
友
議
』
が
記
述
す
る
茸
泉

の
二
つ
の
逸
話
「
玉
篇
化
」
と
「
苗
夫
人
」
を
合
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
作
品
に
あ
っ
て
は
、
「
玉
箭
化
」
と
「
苗
夫
人
」
は
平

行
線
の
よ
う
に
交
錯
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
的
な

脈
絡
を
形
成
す
る
。
ま
た
、
『
玉
環
記
』
が
「
玉
箇
化
」
を
敷
術
す

る
部
分
、
す
な
わ
ち
、
主
に
前
半
の
上
巻
部
分
は
『
雨
世
姻
縁
』

雑
劇
と
驚
く
ほ
ど
似
て
お
り
、
特
に
「
寄
箕
容
」
の
場
面
は
歌
辞

ま
で
一
致
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
明
末
の
「
散
駒
集
」
『
群
音
類
選
』

は
元
曲
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
第
二
折
の
【
集
賢
賓
】
一
套
を
引
用

し
て
「
こ
の
駒
は
『
玉
篇
女
雨
世
姻
縁
』
に
出
ず
」
と
注
記
し
た

後
に
、
さ
ら
に
「
近
ご
ろ
改
め
ら
れ
て
玉
環
記
に
入
る
」
と
述
べ

る
が
、
少
な
く
と
も
「
寄
異
容
」
の
シ
ー
ン
に
関
し
て
い
え
ば
、

『
玉
環
記
』
は
恐
ら
く
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
の
翻
案
作
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

『
玉
環
記
』
第
一
―
出
「
玉
篇
寄
巽
」
の
場
面
を
引
用
し
て
み

よ
う
。

【
商
調
集
賢
賓
】
隔
紗
窟
日
高
花
弄
影
。
聴
何
隧
流
鶯
。
虚

瓢
瓢
乍
驚
幽
夢
醒
。
乱
紛
紛
花
撲
窓
椙
。
閑
俯
蜜
屏
。
洸
惚

自
精
神
不
定
。
常
嘆
数
整
。
封
人
前
幾
錯
呼
名
。

紗
窟
を
隔
て
て
、
日
は
す
で
に
高
く
、
花
の
陰
が
紗
窟
に
揺

れ
る
。
ど
こ
か
で
梢
を
渡
る
鶯
の
声
が
聞
こ
え
る
。
ふ
ら
ふ
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ら
と
、

し
ば
ら
く
は
か
そ
け
き
夢
か
ら
目
を
覚
ま
す
。
は
ら

は
ら
と
、
窓
を
打
つ
落
花
。
な
す
こ
と
も
な
く
屏
風
に
よ
れ

ば
。
ぼ
ん
や
り
と
、
わ
が
魂
は
定
ま
ら
ず
。
い
つ
も
嘆
く
。

人
前
で
誤
っ
て
、
何
度
あ
の
人
の
名
を
呼
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

右
の
歌
辞
を
、
す
で
に
引
用
し
た
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
【
商
調
集

賢
賓
】
と
比
較
す
れ
ば
、
南
戯
『
玉
環
記
』
が
元
曲
を
引
き
写
し

に
し
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
第
一
句
•
第
二
句
は
北
曲
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
襲
い
、
第
三
句
「
虚
諷
瓢
乍
驚
幽
夢
醒
」
は
北
曲
の

第
三
句
•
第
四
句
を
合
成
し
た
も
の
、
「
閑
俯
蓋
屏
」
「
常
嘆
敷
菩
」

は
「
覺
来
時
俯
着
翠
雲
十
二
屏
」
と
「
寸
腸
千
萬
結
、
長
嘆
雨
三

替
」
と
を
つ
ぎ
は
ぎ
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
様
の
例
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。

【
猫
兒
墜
】
閃
得
人
憔
悴
、
饗
乱
典
銀
横
。
没
信
行
。
相
如

不
至
誠
。
落
花
流
水
雨
無
情
。
聡
明
。
有
誰
共
羅
韓
、
並
肩

交
頸
。

【
猫
兒
墜
】
祢
翠
頭
三
尺
、
須
信
有
神
明
。
為
甚
療
泰
負
文

君
一
片
情
。
小
二
紆
、
祢
只
伯
未
到
京
時
、
我
姐
姐
先
死
了
、

他
一
懸
兒
先
到
洛
陽
城
。
丹
青
。
奈
硬
咽
傷
情
巧
蜜
難
成
。

【
猫
兒
墜
】
見
捨
て
ら
れ
て
、
人
は
や
せ
衰
え
、
髪
は
乱
れ
、

叙
は
横
ざ
ま
。
誠
は
な
く
。
わ
た
し
の
司
馬
相
如
に
あ
る
の

は
裏
切
り
だ
け
。
落
花
と
流
水
と
、
と
も
に
心
の
な
い
も
の

だ
け
れ
ど
。
聡
明
な
あ
の
人
は
。
い
ま
誰
と
帳
を
と
も
に
し
、

肩
を
並
べ
て
眠
る
こ
と
や
ら
。

【
猫
兒
墜
】
あ
な
た
、
頭
を
上
げ
て
御
覧
な
さ
い
、
三
尺
先

に
き
っ
と
神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
ど
う
し
て
、
卓
文
君
の

胸
い
っ
ぱ
い
の
情
に
背
い
た
の
。
小
二
紆
や
、
お
前
が
都
に

着
く
前
に
、
姉
さ
ま
が
死
ん
で
お
し
ま
い
に
な
る
。
そ
の
魂

は
、
一
足
先
に
洛
陽
城
に
至
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
絵
姿
。
い

か
ん
せ
ん
、
心
の
痛
み
ま
で
は
描
き
き
れ
ぬ
。

ま
た
、
『
玉
環
記
』
第
八
出
「
趣
逐
茸
皐
」
に
あ
る
【
紅
訥
襖
】

は
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
第
一
折
【
後
庭
花
】
と
よ
く
似
る
。

【
紅
訥
襖
】
渭
河
遜
倍
蓋
船
。
明
日
呵
洛
陽
城
聞
杜
腸
。
世

間
何
似
相
思
苦
、
甚
物
高
如
離
恨
天
。
鎖
春
愁
楊
柳
煙
。
捲

東
風
桃
杏
瞼
。
相
公
、
須
是
早
寄
音
書
呵
、
休
教
愁
老
鶯
花

也
、
燕
子
束
時
期
信
偲
。

【
後
庭
花
】
渭
河
遜
倍
憲
船
。
洛
陽
城
暗
杜
臆
。
最
苦
是
相

思
病
、
極
高
的
離
恨
天
。
空
教
我
涙
漣
漣
。
凄
涼
殺
花
間
鶯

燕
。
散
東
風
楡
英
錢
。
鎖
春
愁
楊
柳
煙
。
断
腸
在
過
雁
前
。

錮
魂
在
落
照
邊
。
苦
憔
撒
恨
恕
言
。
急
煎
煎
情
惨
然
゜

【
紅
柄
襖
】
渭
河
の
川
辺
で
蜜
船
に
俯
り
。
明
日
は
洛
陽
城

で
杜
腸
が
「
不
如
帰
」
と
暗
く
の
を
聞
く
で
し
ょ
う
。
一
番

つ
ら
い
の
は
恋
の
病
、
一
番
高
い
の
は
別
れ
の
恨
み
を
抱
く

天
。
春
の
愁
い
に
楊
柳
も
低
く
垂
れ
込
め
煙
る
よ
う
。
東
風

に
、
桃
杏
の
花
も
巻
き
上
げ
ら
れ
る
。
だ
ん
な
様
、
き
っ
と
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は
や
く
、
お
手
紙
を
く
だ
さ
い
、
鴬
と
花
と
を
空
し
く
老
い

さ
せ
な
い
で
、
燕
が
来
る
こ
ろ
お
便
り
を
。

【
後
庭
花
】
今
日
は
渭
河
の
川
辺
で
蜜
船
に
倍
り
。
明
日
は

洛
陽
城
で
杜
腸
が
「
不
如
帰
」
と
暗
く
。
一
番
つ
ら
い
の
は

恋
の
病
、
一
番
高
い
の
は
別
れ
の
恨
み
を
抱
く
天
。
涙
は
流

れ
。
花
間
の
鶯
燕
も
寂
霙
の
思
い
。
東
風
に
楡
は
英
錢
を
散

ら
し
。
春
の
愁
い
に
楊
柳
も
低
く
垂
れ
込
め
煙
る
よ
う
。
つ

ら
い
の
は
便
り
を
も
た
ら
す
秋
の
雁
。
悲
し
い
の
は
夕
陽
が

落
ち
る
あ
の
あ
た
り
。
こ
の
苦
し
み
、
ど
う
し
て
い
え
ま
し

ょ
う
。
じ
り
じ
り
と
、
心
は
ま
る
で
煎
ら
れ
る
よ
う
。

こ
う
し
た
例
は
実
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
く
、
単
に
「
寄
異
容
」

の
シ
ー
ン
の
み
な
ら
ず
、
「
玉
箭
化
」
の
物
語
を
扱
う
場
面
に
お
い

て
は
『
玉
環
記
』
が
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
の
焼
き
直
し
で
あ
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
文
学
的
な
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
歌

辞
の
措
辞
・
意
匠
の
両
面
に
お
い
て
『
玉
環
記
』
が
『
雨
世
姻
縁
』

雑
劇
に
遠
く
及
ば
な
い
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
南
戯
中
の
「
聴

何
慮
流
鶯
」
は
「
囀
」
を
削
除
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
小
さ
な

変
更
に
お
い
て
も
聴
覚
的
な
想
像
が
失
わ
れ
て
生
気
を
欠
き
、
そ

の
差
異
は
小
さ
く
な
い
。
ま
た
、
玉
篇
の
「
一
震
兒
」
が
こ
の
世

を
去
る
際
も
、
述
語
部
分
の
「
到
洛
陽
城
」
と
「
飛
出
洛
陽
城
」

と
で
は
そ
の
視
覚
的
な
喚
起
力
に
雲
泥
の
差
が
あ
る
。
『
玉
環
記
』

は
要
す
る
に
、
元
曲
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
の
人
気
に
あ
や
か
っ
て

こ
れ
を
南
戯
に
翻
案
し
た
が
、
作
者
の
意
識
や
手
腕
は
あ
ま
り
に

低
す
ぎ
て
、
月
並
み
な
模
倣
作
に
さ
え
到
達
し
な
か
っ
た
凡
作
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
第
二
折
は
、
明
代

の
嘉
靖
年
間
に
出
版
さ
れ
た
散
曲
集
『
詞
林
摘
艶
』
や
『
菰
熙
楽

府
』
に
引
用
さ
れ
、
劇
全
体
が
李
開
先
の
編
集
に
か
か
る
『
改
定

元
賢
偲
奇
』
に
収
め
ら
れ
る
ほ
か
、
萬
暦
以
後
に
出
版
さ
れ
た
「
散

駒
集
」
『
群
音
類
選
』
『
月
露
音
』
『
賽
徴
歌
集
』
『
南
音
三
頷
』
等

に
も
収
録
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
の
人
気
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
、
そ
の
原
因
の
大
半
は
、
元
曲
が
創
造
し
た
と
思
わ

れ
る
「
寄
興
容
」
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
、
北
曲
は
明
代
に
な

る
と
廃
れ
て
上
演
さ
れ
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
「
寄

惧
容
」
の
人
気
に
応
え
る
べ
く
南
戯
に
改
編
し
た
の
が
『
玉
環
記
』

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
の
が
『
群
音
類
選
』

の
い
う
「
こ
の
駒
は
『
玉
篇
女
雨
世
姻
縁
』
に
出
ず
。
近
ご
ろ
改

め
ら
れ
て
玉
環
記
に
入
る
」
で
あ
り
、
『
金
瓶
梅
詞
話
』
が
い
う
「
出

し
も
の
は
葬
皐
と
玉
篇
の
「
雨
世
姻
縁
」
『
玉
環
記
』
で
す
」
と
い

う
表
現
で
も
あ
ろ
う
。
『
金
瓶
梅
詞
話
』
は
、
「
玉
篇
の
物
語
」
を

『
玉
環
記
』
と
呼
び
な
が
ら
、
南
戯
の
外
題
中
に
は
な
い
「
雨
世

姻
縁
」
の
四
字
を
加
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
も
う
―
つ
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
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は
、
「
苗
夫
人
」
の
物
語
は
『
玉
環
記
』
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能

し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

『
玉
環
記
』
第
七
出
「
賞
妻
訓
女
」
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

【
一
封
書
】
為
女
子
有
則
。
守
三
従
遵
四
徳
。
親
箕
審
紡
績
。

謹
慎
持
身
無
縦
逸
。
夜
乗
燭
行
無
燭
止
、
莫
出
閾
門
須
守
徳
。

勿
瞬
奢
、
戒
無
益
。
往
行
前
言
勤
講
習
。

【
自
羅
抱
】
把
意
馬
努
栓
休
放
。
論
為
女
子
、
営
倣
共
姜
。

花
開
花
謝
是
天
常
。
月
園
月
跛
常
消
長
。
芝
蘭
無
種
、
春
束

自
香
。
三
貞
九
烈
、
為
人
自
強
。
今
後
務
要
成
人
、
従
今
莫

把
心
瓢
蕩
゜

【
一
封
書
】
女
子
た
る
も
の
に
法
が
あ
る
。
三
従
四
徳
を
ま

も
り
な
さ
い
。
み
ず
か
ら
審
を
取
り
機
織
を
し
て
。
身
持
ち

を
守
っ
て
勝
手
は
な
ら
ぬ
。
夜
、
燭
を
と
れ
ば
行
き
、
燭
が

な
け
れ
ば
留
ま
れ
、
閾
は
で
る
な
、
徳
を
守
れ
。
贅
沢
は
な

ら
ぬ
、
餘
計
な
こ
と
は
す
る
で
な
い
。
我
が
言
う
こ
と
に
従

い
、
勉
強
な
さ
い
。

【
息
羅
抱
】
意
馬
心
猿
を
押
さ
え
な
さ
い
。
女
子
た
る
も
の
、

共
伯
の
妻
が
模
範
で
す
。
花
が
咲
き
花
が
散
る
の
は
世
の
習

い
。
月
が
欠
け
月
が
満
ち
る
は
当
た
り
前
。
芝
蘭
は
種
は
な

く
と
も
、
春
さ
え
く
れ
ば
自
ら
香
る
。
三
貞
九
烈
を
ま
も
り
、

気
を
し
つ
か
り
と
も
ち
な
さ
い
。
今
後
の
務
め
は
一
人
前
に

な
り
、
浮
つ
い
た
心
根
を
た
だ
す
こ
と
。

以
上
、
「
玉
箇
の
物
語
」
の
演
変
を
幾
つ
か
た
ど
っ
て
み
た
。
『
雲

（四）

右
は
、
張
延
賞
の
妻
苗
夫
人
と
、
そ
の
む
す
め
瑣
英
が
登
場
し

て
う
た
う
部
分
で
あ
る
が
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
「
三
貞

九
烈
」
「
三
従
四
徳
」
と
い
っ
た
「
女
徳
」
が
「
宣
揚
」
さ
れ
る
。

『
玉
環
記
』
の
後
半
部
分
に
お
い
て
は
、
張
瑣
英
は
父
張
延
賞
に

夫
を
替
え
る
よ
う
逼
ら
れ
、
こ
れ
を
拒
絶
し
て
死
地
に
追
い
や
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
情
節
は
、
「
名
を
以
て
重
き
と
為
し
」
「
死
を
視

る
こ
と
帰
す
る
が
如
し
」
と
い
っ
た
「
貞
烈
」
を
表
現
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
張
瑣
英
に
明
代
特
有
の
女
性
像
が
託
さ
れ
て
い
る

の
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
偲
奇
に
は
張
瑣
英
が
ど

う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
が
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
に
は
「
苗
夫
人
」

の
物
語
が
な
い
。
そ
こ
で
『
玉
環
記
』
は
、
玉
篇
を
貼
旦
と
し
て

第
二
夫
人
の
座
に
追
い
や
り
、
『
雲
深
友
鏃
』
か
ら
「
苗
夫
人
」
の

逸
話
を
借
用
し
て
き
て
張
瑣
英
を
正
旦
の
座
に
据
え
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
『
玉
環
記
』
の
本
当
の
主
人
公
が
玉
篇
だ
っ
た
こ
と
は
、
『
金

瓶
梅
詞
話
』
の
例
を
見
て
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
『
玉
環
記
』
の
「
最

熱
閤
慮
」
は
依
然
「
寄
異
容
」
で
あ
っ
た
。
「
貞
烈
」
の
正
妻
は
正

旦
と
し
て
屋
敷
の
奥
に
祭
り
上
げ
、
貼
旦
の
妓
女
と
二
世
の
契
り

を
結
ん
で
酒
を
飲
む
の
が
明
代
の
風
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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深
友
議
』
に
端
を
発
し
た
「
玉
篇
の
物
語
」
は
、
元
代
の
『
雨
世

姻
縁
』
雑
劇
に
い
た
っ
て
「
情
」
の
文
学
に
変
貌
し
、
明
代
の
『
玉

環
記
』
が
そ
れ
に
「
教
化
」
を
加
え
よ
う
と
し
て
木
に
竹
を
つ
ぎ
、

全
体
を
低
俗
な
因
縁
諏
に
変
え
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
『
緑
窟
新
話
』
、
元
曲
、
南
戯
の
ど
れ
も
が
恐
ら
く

民
衆
的
な
も
の
に
根
ざ
し
た
、
大
衆
の
文
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
点
で
、
「
玉
籠
の
物
語
」
は
民
間
で
育
て
ら
れ
た
物
語
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
る
に
、
明
代
も
萬
暦
の
末
年
に
な
る
と
、

陳
典
放
と
い
う
所
謂
「
文
人
」
が
『
鶉
鵡
洲
』
と
い
う
博
奇
を
書

く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
『
鶉
鵡
洲
』
は
、
尊
泉
と
玉
箭
の
物
語
に

膵
濤
を
加
え
、
三
者
の
人
間
関
係
が
同
時
進
行
的
に
平
行
し
て
描

か
れ
る
典
型
的
な
文
人
博
奇
で
あ
る
。

『
鶉
鵡
洲
』
は
、
次
の
よ
う
な
序
文
を
も
つ
。

の
ば

偲
奇
な
る
も
の
は
、
奇
を
偲
う
る
な
り
。
奇
事
を
演
し
、
奇

の
ば

情
を
暢
す
に
過
ぎ
ず
。
而
し
て
近
世
の
賢
豪
は
乃
ち
己
の
蓄

あ
お
ら

抑
を
洩
ら
し
、
人
の
艶
慕
を
鼓
ん
と
欲
し
、
推
し
て
滉
潅
中

は
な
は

に
堕
ち
る
に
至
り
て
、
則
ち
太
だ
奇
な
り
と
す
る
の
み
。
『
雲

埃
友
議
』
に
茸
南
康
の
二
室
の
事
を
載
す
、
情
は
甚
だ
奇
な

り
。
『
唐
語
林
』
に
膵
濤
を
紀
す
も
亦
た
奇
な
り
。
先
生
（
陳

典
妓
）
、
合
し
て
こ
れ
を
博
う
。
本
事
中
の
人
を
盛
し
、
人
は

有
致
を
盛
し
て
、
更
に
奇
な
り
。

す
な
わ
ち
、
尊
泉
の
二
人
の
妻
と
膵
濤
を
主
人
公
と
し
、
登
場

人
物
の
「
有
致
（
情
趣
）
」
を
尽
く
す
が
故
に
た
く
ま
ぬ
「
奇
」
を

伝
え
て
い
る
の
が
こ
の
『
覇
鵡
洲
』
だ
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
言
に
恥
じ
ず
、
『
魏
鵡
洲
』
は
登
場
人
物
た
ち
が
い
た
る
と
こ

ろ
で
「
情
趣
」
を
尽
く
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
愛
を
う
た
う
、
き
わ
め

て
文
人
趣
味
的
な
作
品
で
あ
る
。
『
玉
環
記
』
が
低
俗
な
因
縁
諌
だ

っ
た
と
す
れ
ば
、
『
覇
鵡
洲
』
は
議
論
の
文
学
で
あ
り
、
文
体
も
き

わ
め
て
「
典
雅
」
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
玉
篇
が
死
ぬ
シ
ー
ン

（
第
一
八
出
「
守
死
」
）
に
あ
っ
て
も
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
う
た

{？ 

【
香
遍
満
】

．．．． 
涙
珠
雖
忍
流
。
眉
峰
難
隠
愁
。
幾
番
将
繍

線
鉤
。
又
櫛
把
鴛
喬
繍
。

涙
は
、
流
れ
落
ち
る
の
を
こ
ら
え
き
れ
て
も
。
眉
根
の
愁
い

は
こ
ら
え
き
れ
な
い
。
刺
繍
の
針
と
糸
は
幾
度
も
手
に
取
ろ

う
と
す
る
が
。
鴛
喬
の
刺
繍
は
気
持
ち
が
す
す
ま
な
い
。

心
に
わ
だ
か
ま
る
愁
い
、
恋
人
を
思
う
が
故
の
は
に
か
み
を
表
現

し
た
、
巧
み
な
措
辞
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
『
鵬
鵡
洲
』
は
、
こ
の
よ

う
に
、
『
玉
環
記
』
に
は
な
い
心
の
屈
折
を
表
現
す
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
『
覇
鵡
洲
』
は
確
か
に
「
情
の
文
学
」
で
あ
り
、
「
玉
籠
の

物
語
」
へ
の
回
帰
が
み
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
こ
の
回
帰
は
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
へ
の
回
帰
で
は
な
い
。

『
覇
鵡
洲
』
の
梗
概
は
も
う
詳
述
し
な
い
が
、
こ
の
博
奇
は
そ

も
そ
も
『
雲
深
友
議
』
と
同
じ
設
定
を
と
り
、
玉
箭
は
妓
女
で
は
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な
く
「
青
衣
」
で
あ
る
。
別
れ
に
際
し
て
茸
皐
が
「
玉
環
」
と
詩

を
贈
り
、
し
た
が
っ
て
「
寄
僕
容
」
の
情
節
は
な
い
。
『
玉
環
記
』

が
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
を
翻
案
し
た
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
覇

鵡
洲
』
は
、
『
玉
環
記
』
の
低
俗
さ
を
嫌
っ
て
『
雲
深
友
議
』
に
回

帰
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
も
、
『
鵬
鵡
洲
』
は
い
わ
ゆ
る
「
案
頭
の

作
」
だ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
大
衆
的
な
上
演
な
ど
一
切
考
え
て
い
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

『
鵬
鵡
洲
』
は
、
偲
奇
の
理
想
を
掲
げ
て
そ
れ
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
、
あ
る
意
味
で
回
帰
を
志
向
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。
し
か

し
そ
の
回
帰
は
、
新
し
い
人
物
像
を
生
も
う
と
す
る
想
像
力
ヘ
の

回
帰
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
引
用
し
た
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
の

【
柳
葉
児
】
を
も
う
一
度
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
右
に
見
た
『
鶉

鵡
洲
』
の
「
涙
珠
雖
忍
流
。
眉
峰
難
隠
愁
。
幾
番
将
繍
線
鉤
。
又

梱
把
鴛
喬
繍
」
は
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
【
柳
葉
児
】
に
い
う
「
冗

的
不
寂
莫
了
菱
花
粧
鏡
。
自
隈
了
自
害
心
疼
。
将
一
片
志
誠
心
寓

入
了
氷
絹
静
。
這
一
篇
相
思
令
。
寄
奥
多
情
。
道
是
人
憔
悴
不
似

丹
青
。
」
と
同
エ
異
曲
で
あ
ろ
う
。
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
に
は
、
死

を
眼
前
に
し
た
少
女
の
悲
し
み
と
転
生
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
が
、

『
鶉
鵡
洲
』
に
は
恋
心
や
悲
し
み
を
隠
そ
う
と
す
る
街
い
し
か
な

い
。
物
語
が
も
つ
緊
迫
感
が
異
な
る
の
だ
。

「
玉
篇
の
物
語
」
は
、
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
が
現
れ
て
「
寄
異

容
」
の
情
節
を
生
ん
で
以
後
、
す
で
に
役
目
を
終
え
て
、
物
語
と

し
て
の
増
殖
力
を
失
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
物
語
に
は
、

新
た
な
展
開
を
生
ん
で
変
容
を
遂
げ
て
い
く
生
命
力
は
、
も
は
や

残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
『
玉
環
記
』
や
『
鵬
鵡
洲
』
は
、
こ
の
物

語
の
演
変
の
、
一
っ
の
過
程
、
一
ペ
ー
ジ
と
い
う
よ
り
、
再
利
用

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
陳
典
放
は
、
民
間
に
あ
る
育
ち
か
け
の
物
語

を
拾
い
上
げ
て
偲
奇
に
仕
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
、

『
玉
環
記
』
が
誤
っ
て
偲
え
た
「
玉
篇
の
物
語
」
を
、
本
来
あ
る

べ
き
『
雲
深
友
議
』
の
姿
に
戻
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
彼
は
、

『
雲
深
友
議
』
や
『
唐
語
林
』
を
横
に
開
い
て
、
も
と
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
忠
実
に
な
ぞ
り
な
が
ら
『
鵬
鵡
洲
』
を
書
い
た
に
違
い
な

、。し
『
雨
世
姻
縁
』
雑
劇
は
、
数
あ
る
「
玉
箇
の
物
語
」
の
な
か
で
、

原
話
か
ら
最
も
遠
い
作
品
で
あ
る
。
だ
が
玉
篇
は
、
こ
の
作
品
の

中
で
生
命
を
獲
得
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
こ
そ
最
も
活

き
活
き
と
し
た
生
命
を
生
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
元

雑
劇
の
中
で
葬
翠
に
会
っ
て
以
後
、
玉
篇
は
二
度
と
転
生
し
な
か

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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